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コ
ム
ス
ン
問
題
で
露
呈
し
た
介
護
の
実
態
と
そ
の
改
善
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

コ
ム
ス
ン
の
介
護
報
酬
請
求
に
係
る
不
正
発
覚
等
に
伴
い
、
介
護
の
実
態
、
そ
の
在
り
方
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

�

今
回
の
一
連
の
事
態
を
通
じ
て
、
現
在
の
介
護
保
険
制
度
を
前
提
と
す
れ
ば
、
「
訪
問
介
護
は
ペ
イ
し
な
い
」
「
訪
問
介

護
の
報
酬
だ
け
で
は
企
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
、
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。
特
に
、
昨
年
の
軽
度
者
に
対
す
る
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
り
、
そ
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
と
の
指
摘

も
あ
る
が
見
解
如
何
。

�

厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
平
成
十
七
年
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
調
査
結
果
速
報
」
に
よ
る
と
、
訪
問
介
護
の
利
用
者

は
百
九
万
七
千
七
百
六
十
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
に
比
べ
十
二
万
五
千
五
百
三
人
増
加
し
て
い
る
。
対
し
て
、
財
団
法

人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労
働
実
態
調
査
」
（
平
成
十
八
年
六
月
実
施
）
に
よ
る
と
、

平
成
十
七
年
十
一
月
現
在
の
訪
問
介
護
員
の
従
業
員
数
は
二
万
二
千
八
百
二
十
九
人
で
あ
り
、
前
年
に
比
べ
一
〇
〇
五
人
の

増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
訪
問
介
護
員
一
人
当
た
り
の
利
用
者
数
は
、
平
成
十
六
年
の
四
十
四
・
五
五
人
か
ら
平
成
十

一



七
年
に
は
四
十
八
・
〇
九
人
へ
と
、
こ
の
一
年
で
約
三
・
五
人
強
増
加
し
、
訪
問
介
護
員
の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
が
、
近
年
こ
の
よ
う
に
訪
問
介
護
員
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
事
実
認
識
如
何
。
ま
た
、

そ
の
原
因
、
背
景
等
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

�

本
年
六
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
に
は
高
齢
者
人
口
が
三
千
万
人
を
超

え
、
二
〇
五
五
年
に
は
高
齢
化
率
が
四
十
・
五
％
に
達
し
、
国
民
の
二
・
五
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
「
前
例
の
な
い
高

齢
社
会
」
が
到
来
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
の
一
年
間
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
の
離
職
率
は
十
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
全
体

と
し
て
の
増
加
率
は
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
止
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る
た
め
、
訪
問
介
護

員
の
増
員
等
訪
問
介
護
の
充
実
・
拡
充
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

�

今
回
の
コ
ム
ス
ン
問
題
に
関
連
し
て
、
現
場
の
声
や
報
道
等
で
、
訪
問
介
護
員
の
「
拘
束
時
間
の
長
さ
」
「
業
務
の
過
酷

さ
」
、
そ
し
て
そ
れ
に
比
し
て
「
給
与
が
低
い
」
と
の
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

�

訪
問
介
護
員
の
給
与
や
勤
務
状
況
を
含
め
た
待
遇
の
実
態
を
政
府
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。
把
握
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
給
与
水
準
、
勤
務
状
況
の
実
態
を
数
字
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



�

そ
の
過
酷
な
勤
務
実
態
に
対
し
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介
護
報
酬
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
適
切
で
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
如
何
。

�

今
回
の
コ
ム
ス
ン
の
事
業
譲
渡
を
め
ぐ
り
、
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
も
、
今
ま
で
コ
ム
ス
ン
が
行
っ
て
き
た
二
十

四
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
事
業
の
継
続
は
難
し
い
と
の
見
解
を
示
す
事
業
者
が
多
い
と
聞
く
。
現
実
問
題
と
し
て
深
夜
の
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
要
介
護
者
が
多
い
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
二
十
四
時
間
介
護
の
実
施
が
可
能
と
な
る
制
度
設
計
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
思
は
あ
る
の
か
。
ま
た
実
際
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
か
。

右
質
問
す
る
。

三


